
バス通勤促進（大分市）：モビリティ・マネジメント等を通じた公共交通機関利用促進に向けた取組

地域と交通の状況 【公共交通利用者の減少】
・ 自動車保有台数が増加傾向にあり、公共交通利用者は減少している。しかし、公共交通利用者におけるバス

利用者の割合は、減少しているものの 5 割を占めている。
・ バス路線は、中心部に集中し運行本数が多いものの、郊外は便数が少ない。

活用メニュー（制度・協議会等） 【新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）補助事業】
・ 平成 18、19 年度、新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）補助事業にて、「かしこいクルマの使い方

を考えるプロジェクト大分」によるモビリティ・マネジメントの取組みを行った。
・ 運営主体は、平成 18 年度は大分県、大分市、大分県バス協会およびバス事業者（大分バス、大分交通）であ

った。平成 19 年度は大分県および大分県バス協会であった。

取組み内容 【モビリティ・マネジメント】【路線図の工夫】【運賃の工夫】
・ 路線バスの利用促進のため以下のモビリティ・マネジメントの取組みを行った。
・ 平成18年度は、大分市内のバス事業者毎に異なっていたバスの系統番号を、全バス事業者共通の系統番号

に統一し、公共交通マップを作成した。市内全世帯（約 19 万世帯）にこの公共交通マップを配布した。
・ 系統番号は、バスが走るルート毎にアルファベットと数字、または数字だけで表現される。大分市中心部から

郊外に向けた「基幹経路」と「準基幹経路」が設定され、系統番号の「アルファベット」や「アルファベットと十の
位の数字」が同じバスは共通のルートを走る。また系統番号は、遠くからでも見えるようにバスの正面の行先表
示器の左端に表示されている。

・ 平成 19 年度は、目的地までの乗り継ぎや時刻表をパソコンや携帯電話で無料検索できる「バスなび大分」の
サービスを提供している。

・ また平成19年度は、休日ファミリー割引実証実験を行っている。これは、土日祝日および冬休み・春休み期間
中は、大人 1 人につき小学生以下のこども 3 人までが無料となる取組みで、実施期間は、当初平成 19 年 11
月から平成 20 年 1 月までであったが、平成 20 年 6 月までに延長されている。
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利用促進に向けた関係者の連携 【連携：交通事業者】【連携：地元企業】
・ モビリティ・マネジメントの取組みでは、大分県、大分市、大分県バス協会およびバス事業者（大分バス、大分

交通）の連携により、共通のルールに基づいた利用者にとって走行経路のわかりやすい系統番号の共通化が
実現し、車両、路線図、時刻表、バス停に使用された。市内全世帯に共通の系統番号を用いた公共交通マッ
プを配布することにより、バスの利用促進に寄与した。

・ さらに公共交通マップは酒造メーカー等の協賛を得て、平成 19 年度から広告収入により約 10 万部が発行さ
れ、大分市の転入届受付窓口等で配布されている。

行政職員からはじめる取組み 【知見：行政の取組み】
・ まずは行政職員から取組みをはじめるという考えにもとづき、平成 19年に大分市役所内で都市交通対策課が

健康課および環境対策課とプロジェクトチームを立ち上げ、市職員を対象としたモビリティ・マネジメントを実施
している。

・ 具体的には、市職員にかしこいクルマの使い方を考えてもらう「大分市かしこいクルマの使い方を考えるプロジ
ェクト」アンケートの実施、自動車通勤の市職員に対して公共交通等への転換を呼びかける「ヘルシー＆エコ
通勤ウィーク」の実施、次回参加のための改善点等を調査するため「ヘルシー＆エコ通勤ウィーク」アンケート
の実施のほか、ポスター掲示などで市職員への啓発に取組んでいる。

 プロセスと調整

 創意工夫・知見・教訓

効果 【利便性向上】
・ バスの系統番号が統一されたことにより、利用者から分かりやすくなった等の意見が多く寄せられている。

負担 【都道府県負担】【市町村負担】
・ NEDO補助事業の総額は、平成18年度、19年度の各年度2,100万円であった。平成18年度、平成19年度

ともこのうち 2,000 万円を補助金として受けた。このうち消費税相当額 100 万円に関しては、平成 18 年度は大
分県、大分市および大分県バス協会で 1/3 ずつ負担し、平成 19 年度は大分県バス協会が全て負担した。

 効果と負担

連絡先：大分県企画振興部総合交通対策課 電話 097-506-2153
大分市都市計画部都市交通対策課 電話 097-537-5969

参考 URL：大分市「モビリティ･マネジメント（公共交通の利用促進）
http://www.city.oita.oita.jp/cgi-bin/odb-get.exe?WIT_template=AC010000&WIT_oid=icityv2::Comm
onGenre::3474&m=1&d=
「バスなび大分」 http://www.busnavi-oita.com/ PC 版

http://www.busnavi-oita.com/m/ 携帯版

 連絡先、参考 URL 等
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図．利用者向けパンフレット
出典：「なしか！バスマップ大分 2007」
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図．アンケート用紙

出典：「大分市かしこいクルマの使い方を考えるプロジェクト 2007」


